
「ちょっとだけだから」は危険！ 

（刈払機での事例） 

夕方30分だけ草刈りをと思い、いつもは必ずしている防護メガネを「ちょっとの
間だけだから」と装着しなかったところ、作業開始数分後にチップソーが目に
飛び込み、右目の角膜を損傷し、３週間入院した。 

～農作業事故の対面調査から得られた事故防止対策～ 

 トラクターが転落した事例や回転刃のチップソーで眼を負傷した事 
例がありましたが、ちょっとの間だけだからと、左右ブレーキを連結
しなかったり、防護メガネを装着しなかったことが原因の１つでした。 

 「ちょっとだけ」でも、危険なものは危険です。常に安全な操作や
装備を心がけましょう。 

普段は着用している 

防護メガネを着用せず、 

刈払作業を開始 

ちなみに、今回の負傷者は、 

普段から安全カバーを外して 

使用しているとのこと 

・・・これも危険！ 

農水省 農作業安全  検索 

この他にも農作業安全情報をＨＰに掲載！ 


